
〔
特
集
〕
沖
縄
ヘ
ス
リ
サ
l
サ
l

ジ
ン
ブ
ン
ょ
せ
あ
っ
て
、
二
一
世
紀
の
自
治
・
文
他
・
地
蟻
社
舎
を
創
ろ
う
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沖
縄
の
社
会
教
育
の
現
在
|
個
性
を
み
す
え
て

は
じ
め
に
l
沖
縄
へ
ス
リ
サ
l
サ
l

!

今
年
は
、
沖
縄
が
日
本
に
復
帰
し
て
(
施
政
権
が
米
国
か
ら
日

本
に
返
還
さ
れ
て
)
三

O
年
の
節
目
の
年
で
あ
る
。

こ
の
節
目
の
年
に
、
昨
年
の
新
潟
県
聖
寵
町
で
の
越
佐
集
会
を

受
け
継
い
で
、
沖
縄

・
名
護
市
で
第
四
二
回
全
国
集
会
を
開
催
す

る
こ
と
に
、
私
た
ち
は
深
い
感
慨
を
覚
え
る
。
沖
縄
集
会
が
発
案

さ
れ
て
一

O
年
近
く
た
つ
だ
ろ
う
か
。
本
土
の
人
々
が
沖
縄
に
寄

せ
る
熱
い
思
い
、
と
り
わ
り
日
本
各
地
で
社
会
教
育
実
践
の
現
場

中

キす

司

誠

に
お
ら
れ
る
方
々
の
好
意
と
か
か
わ
り
は
、
沖
縄
の
私
た
ち
に
と

っ
て
あ
り
が
た
い
励
ま
し
で
あ
っ
た
。
沖
縄
で
は
、
各
地
の
社
会

教
育
関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
弱
く
、
ま
た
社
会
教
育
研
究
者

は
き
わ
め
て
少
な
い
。
府
余
曲
折
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
八
月
末
に

全
国
集
会
を
聞
く
。

沖
縄
・
名
護
市
集
会
に
参
加
し
て
お
も
し
ろ
い
、
楽
し
い
と
感

じ
て
い
た
だ
砂
る
よ
う
に
、
全
体
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
分
科
会
の
演
出

に
ジ
ン
プ
ン
(
英
知
)
を
出
し
あ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
本
号
に

紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
数
多
く
の
分
科
会
は
、
会
場
の
設
定
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
音
楽
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
、
か
な
り
お



も
し
ろ
く
な
り
そ
う
で
あ
る
。

ど
う
ぞ
、
「
沖
縄
へ
ス
リ
サ
1
サ
l
L
、
沖
縄
へ
お
い
で
よ
。
沖

縄
に
集
ま
ろ
う
よ
。

復
帰
世
論
調
査
か
ら

今
年
四
月
に
実
施
さ
れ
た
沖
縄
と
全
国
の
世
論
調
査
に
よ
る
と

(
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
・
朝
日
新
聞
社
/
「
沖
縄
タ
イ
ム
ス
L

二

O
O
二

年
五
月
二
一
日
付
)
、
沖
縄
県
民
の
八
七
パ
ー
セ
ン
ト
が
日
本
に
復

帰
し
て
よ
か
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。
し
か
し
、
な
お
七
四
パ
ー

セ
ン
ト
の
県
民
が
本
土
と
の
格
差
を
感
じ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
、

基
地
問
題
が
多
く
、
所
得
・
就
職
・
教
育
の
順
に
高
い
。

米
軍
基
地
の
段
階
的
縮
小
と
撤
去
を
望
む
人
は
八
七
パ
ー
セ
ン

ト
、
基
地
の
県
内
移
設
に
つ
い
て
は
六
九
パ
ー
セ
ン
ト
が
反
対
の

意
見
で
あ
る
(
全
国
は
五
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
た
だ
し
本
土
移
転
に

は
反
対
)
。
ま
た
、
日
米
地
位
協
定
改
定
に
賛
成
す
る
人
は
九

O

パ
ー
セ
ン
ト
に
達
す
る
。

現
在
の
不
況
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
で
も
九
割
以
上
が
不
況
を
実

感
し
て
い
る
。
一
方
、
沖
縄
の
七
割
の
人
が
、
基
地
は
沖
縄
の
経

済
に
役
立
っ
て
い
る
と
評
価
し
て
い
る
。
今
度
の
沖
縄
振
興
特
別

措
置
法
に
よ
っ
て
県
経
済
が
発
展
す
る
こ
と
へ
の
期
待
感
は
七
三

パ
ー
セ
ン
ト
と
高
い
。
今
後
の
重
点
産
業
の
選
択
は
観
光
が
高
く
、

近
年
の
政
策
課
題
で
あ
る
情
報
・
金
融
の
ほ
か
、
亜
熱
帯
農
業
・

健
康
産
業
・
伝
統
工
芸
に
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

沖
縄
の
個
性
と
そ
の
歴
史
的
・
文
化
地
理
的
背
景

沖
縄
の
個
性
を
み
て
い
く
際
、
い
く
つ
か
の
視
点
が
あ
る
。
ま

ず
、
沖
縄
県
は
一
六

O
余
の
島
々
、
う
ち
四
六
の
有
人
島
か
ら
な

る
島
腕
地
域
で
あ
り
、
亜
熱
帯
海
洋
性
の
自
然
条
件
の
も
と
に
あ

る
こ
と
で
あ
る
。
サ
ン
ゴ
礁
や
や
ん
ば
る
の
森
な
ど
、
沖
縄
の
自

然
と
生
き
も
の
た
ち
は
豊
か
で
貴
重
だ
が
、
小
さ
な
自
然
の
た
め
、

人
為
的
な
影
響
を
受
け
や
す
い
。
沖
縄
に
特
有
な
環
境
問
題
・
自

然
保
護
問
題
が
あ
る
。

数
千
年
の
時
間
で
み
る
と
、
日
本
(
特
に
九
州
)
と
の
交
流
が

続
い
て
き
た
。
文
化
の
基
層
を
な
す
言
語
に
つ
い
て
み
る
と
、
本

土
方
言
と
対
比
さ
れ
る
琉
球
方
言
は
、
島
ご
と
に
異
な
る
ほ
ど
多

様
で
あ
る
。
そ
の
地
域
的
多
様
さ
は
、
こ
こ
千
年
の
歴
史
過
程
の

中
で
、
文
化
や
社
会
に
つ
い
て
も
い
え
る
。

一
四
二
九
年
に
沖
縄
本
島
を
中
心
に
琉
球
王
国
が
成
立
し
、
以
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降
一
八
七
九
年
ま
で
四
五

0
年
間
、
小
さ
く
て
も
東
シ
ナ
海
に
お

け
る
独
立
国
家
と
し
て
存
続
し
た
。
そ
の
問
、
半
ば
従
属
関
係
で

は
あ
っ
た
が
、
王
国
レ
ベ
ル
で
日
本
・
中
国
と
の
関
係
が
持
続
し
、

ま
た
文
化
面
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
と
受
容
が
あ
っ
た
。
島
国
だ

か
ら
、
外
か
ら
の
大
き
な
文
化
や
制
度
を
受
け
容
れ
た
が
、
そ
れ

を
取
捨
選
択
し
沖
縄
化
し
て
き
た
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。
い
わ

ゆ
る
チ
ャ
ン
プ
ル

l
文
化
で
あ
る
。
現
在
沖
縄
の
伝
統
文
化
と
い

わ
れ
る
芸
能
や
工
芸
・
文
芸
・
食
文
化
な
ど
は
、
近
世
に
お
い
て

王
国
レ
ベ
ル
で
磨
き
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
地
方
庶
民

レ
ベ
ル
に
普
及
し
は
じ
め
る
の
は
一
九
世
紀
か
ら
で
あ
る
。

近
世
王
符
の
租
税
・
地
割
制
度
な
ど
の
諸
体
制
は
、
沖
縄
内
で

の
人
々
の
移
動
と
交
流
を
抑
制
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
各

集
落
に
は
祖
先
で
あ
る
御
識
の
カ
ミ
が
お
ら
れ
、
そ
れ
を
め
ぐ
っ

て
地
域
の
信
仰
と
祭
杷
、
年
中
行
事
が
催
さ
れ
て
き
た
。
司
祭
者

カ
ミ
ン
チ
ユ

は
集
落
の
女
性
の
神
人
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
地
域
社

会
は
内
側
に
か
た
ま
る
傾
向
が
強
く
、
シ
マ
社
会
が
形
成
さ
れ
た
。

細
か
く
み
る
と
、

シ
マ
(
字
・
集
落
)
ご
と
に
言
葉
が
異
な
る
と

い
わ
れ
る
の
も
、
こ
う
し
た
歴
史
過
程
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ヲ。。
日
本
は
一
八
七
九
年
に
軍
隊
を
派
遣
し
て
沖
縄
県
を
設
置
(
琉

球
処
分
)
す
る
が
、
そ
の
後
四
半
世
紀
は
旧
慣
を
温
存
さ
せ
た
。

小
学
校
は
早
く
、
三
年
後
に
各
間
切
(
市
町
村
)
に
一
校
ず
つ
設

置
す
る
。
地
割
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
地
租
改
正
が
実
施
さ
れ
た
の

は
こ

O
世
紀
初
め
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
沖
縄
は
経
済
・
社
会

の
大
混
乱
状
況
に
入
る
と
と
も
に
、
急
激
に
近
代
化
の
過
程
を
歩

む
。
本
土
や
海
外
へ
の
出
稼
ぎ
が
急
増
す
る
。

沖
縄
戦
は
二

O
万
人
を
こ
え
る
住
民
と
軍
人
の
犠
牲
者
を
だ
す

と
と
も
に
、
地
上
に
あ
る
も
の
す
べ
て
に
莫
大
な
損
害
を
も
た
ら

し
た
。
沖
縄
戦
の
経
験
は
、
沖
縄
人
の
反
戦
・
平
和
観
を
形
づ
く

っ
た
。沖
縄
は
戦
後
二
七
年
問
、
米
軍
の
支
配
下
に
お
か
れ
、
主
権
な

き
一
地
方
と
し
て
生
き
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
軍
事
基
地
の
島
と

し
て
機
能
が
固
定
さ
れ
、
現
在
も
基
地
問
題
が
根
強
く
存
在
す
る
。

基
地
の
中
の
沖
縄
か
ら
脱
却
し
、
平
和
国
家
日
本
を
求
め
て
、
一

九
六

0
年
代
祖
国
復
帰
運
動
に
青
年
た
ち
を
は
じ
め
多
く
の
人
々

が
参
加
し
た
。
米
軍
基
地
の
存
在
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
日
常
的

に
脅
威
で
あ
る
が
、
ア
ジ
ア
や
中
東
へ
の
発
進
基
地
で
あ
り
、
国

際
的
な
緊
張
を
高
め
て
い
る
。

復
帰
後
す
で
に
三
O
年
が
た
ち
、
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
に
加

え
、
復
帰
を
経
験
し
な
か
っ
た
若
い
世
代
が
人
口
で
は
多
く
を
占
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め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
戦
後
沖
縄
も
い
よ
い
よ
新
し
い
時
代
と
な

っ
た
。現

代
の
ウ
チ
ナ

l
ン
チ
ユ

(
沖
縄
人
)
と
は
?

昨
年
二
一
月
、
琉
球
新
報
社
は
、
生
活
意
識
、
人
間
関
係
、
儀

礼
・
慣
習
、
郷
土
意
識
、
文
化
意
識
、
社
会
・
政
治
意
識
の
六
分

野
二
八
項
目
に
つ
い
て
沖
縄
県
民
の
意
識
を
調
査
し
た
(
『
沖
縄

県
民
意
識
調
査
報
告
書
』
琉
球
新
報
社
、
二

O
O
O年
)
。
ウ
チ
ナ
l

ン
チ
ュ
と
は
な
に
か
(
県
民
性
)
を
理
解
す
る
う
え
で
興
味
深
い

資
料
な
の
で
、
見
出
し
を
拾
い
つ
つ
概
要
を
紹
介
す
る
。

ま
ず
、
沖
縄
県
民
の
三
分
の
こ
は
今
の
生
活
に
満
足
し
て
お
り
、

三
人
に
一
人
は
将
来
を
楽
観
し
て
い
る
。
現
在
の
暮
ら
し
の
悩
み

は
、
所
得
・
介
護
・
仕
事
・
健
康
で
あ
る
。
生
き
が
い
は
家
族
の

幸
せ
や
健
康
。
み
ん
な
沖
縄
料
理
が
好
き
で
あ
る
。

近
所
づ
き
あ
い
は
本
島
北
部
と
先
島
で
濃
く
、
中
南
部
は
希
薄

で
あ
る
。
地
域
の
行
事
や
祭
り
に
は
中
高
年
層
が
積
極
的
に
参
加

も
あ
い

す
る
一
方
、
若
者
の
地
域
離
れ
が
進
ん
で
い
る
。
模
合
は
四
割
の

人
が
参
加
し
て
い
る
。
伝
統
的
な
祖
先
崇
拝
は
八
七
パ
ー
セ
ン
ト

の
人
が
大
切
と
考
え
て
い
る
。
位
牌
の
継
承
は
、
半
ば
が
男
女
ど

ち
ら
が
継
い
で
も
い
い
と
し
、
若
者
は
女
性
の
継
承
に
理
解
を
示

し
て
い
る
。
復
帰
前
と
は
だ
ん
ぶ
ん
変
わ
っ
て
き
た
。
ユ
タ
に
相

談
し
な
い
人
が
四
分
の
三
を
占
め
る
が
、
地
域
的
に
は
宮
古
で
相

談
す
る
人
が
多
い
。

沖
縄
人
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
う
人
が
、
世
代
を
通
し
て
八

割
以
上
い
る
。
県
民
の
特
性
に
つ
い
て
は
、
人
情
が
厚
く
助
け
合

い
の
精
神
も
強
い
が
、
の
ん
び
り
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。
本

土
出
身
者
に
違
和
感
が
な
い
と
す
る
人
は
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
特

に
北
部
に
高
い
。

九
割
の
人
が
方
言
に
愛
着
を
も
ち
、
ま
た
世
代
が
高
く
な
る
に

し
た
が
っ
て
愛
着
度
が
強
い
。
方
言
を
自
在
に
使
え
る
人
は
五
六

パ
ー
セ
ン
ト
、
聞
け
る
が
話
せ
な
い
人
が
二
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
あ

る
程
度
聞
け
る
人
は
一
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
年
代
別
で
は
六

O
代
以

上
は
九
割
が
自
在
に
使
え
る
が
、
ニ

O
代
で
は
一
五
パ
ー
セ
ン
ト

と
大
き
な
差
が
あ
る
。
一
方
、
子
ど
も
た
ち
が
方
言
を
使
う
こ
と

へ
の
期
待
は
八
割
に
達
す
る
。
そ
し
て
、
九
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
人

が
沖
縄
文
化
に
誇
り
を
持
っ
て
い
る
。
沖
縄
文
化
で
は
三
線
・
エ

イ
サ
1

・
舞
踊
に
人
気
が
高
い
。

現
代
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
失
業
・
不
景
気
・
低
所
得
・
基
地

問
題
・
医
療
福
祉
に
強
い
懸
念
を
い
だ
い
て
い
る
。
将
来
の
社
会
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像
は
経
済
的
豊
か
さ
と
安
定
、
そ
し
て
自
然
と
の
調
和
を
望
ん
で

い
る
。
九
割
の
人
が
沖
縄
戦
体
験
を
語
り
継
ぐ
こ
と
を
支
持
し
、

若
い
世
代
に
も
っ
と
語
り
継
ぐ
べ
き
だ
と
の
意
見
が
多
い
。
沖
縄

の
自
衛
隊
基
地
の
将
来
に
つ
い
て
は
、
縮
小
・
撤
去
の
意
見
が
、

現
状
維
持
を
少
し
上
回
る
が
、
わ
か
ら
な
い
と
い
う
意
見
が
二
割

あ
る
。
ほ
ぽ
半
数
の
人
が
天
皇
・
皇
室
に
親
し
み
を
も
ち
、
そ
れ

は
女
性
に
多
く
、
地
域
的
に
は
北
部
で
高
く
宮
古
で
低
い
。
こ
こ

三
0
年
間
で
意
識
が
大
き
く
変
わ

っ
た
一
つ
で
あ
る
。
近
現
代
の

出
来
事
に
つ
い
て
は
、
全
世
代
で
過
半
数
が
沖
縄
戦
と
答
え
、
つ

い
で
日
本
復
帰
、
基
地
縮
小
、
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
の
順
に
関
心
が
高

以
上
が
「
県
民
意
識
調
査
L

結
果
の
要
約
で
あ
る
。
こ
れ
は
一

つ
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
の
ウ
チ
ナ

1
ン
チ
ュ
像
で
あ
る
。

戦
後
沖
縄
の
歴
史
を
ふ
ま
え
て

-

「
民
衆
と
社
会
教
育
」
の
成
果

戦
後
日
本
は
、
日
本
国
憲
法
に
お
い
て
国
民
主
権
・
民
主
主

義
・
平
和
・
学
ぶ
権
利
・
男
女
平
等
な
ど
を
高
ら
か
に
誕
い
、
先

人
た
ち
は
新
し
い
国
民
社
会
と
文
化
を
創
造
す
る
努
力
を
重
ね
て

き
た
。
こ
こ
数
年
の
教
育
基
本
法
・
社
会
教
育
法
改
正
や
有
事
法

制
整
備
な
ど
の
動
き
は
、
国
民
の
意
識
と
歴
史
に
反
す
る
も
の
で

あ
る
。一
方
、
沖
縄
に
お
い
て
戦
後
日
本
を
み
す
え
る
な
ら
ば
、

日
本

が
一
九
五
二
年
に
占
領
を
解
か
れ
国
際
社
会
に
復
帰
し
た
と
き
、

日
米
安
保
条
約
が
締
結
さ
れ
、
沖
縄
は
米
軍
の
占
領
(
施
政
権
)

下
に
お
か
れ
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
(
奄
美
は
一
九
五
三
年
に
日

本
復
帰
)
。
占
領
状
態
、
つ
ま
り
日
本
国
憲
法
・
教
育
基
本
法
・

社
会
教
育
法
等
の
外
に
お
か
れ
、
そ
れ
は
一
九
七
二
年
ま
で
戦
後

二
七
年
間
つ
づ
く
。
そ
の
聞
の
米
軍
問
題
や
経
済

・
生
活
問
題
は
、

復
帰
後
三

O
年
た
つ
現
在
も
解
決
さ
れ
て
い
な
い
。

日
本
社
会
と
く
ら
べ
る
と
、
沖
縄
は
特
異
な
戦
後
を
歩
ん
で
き

た
の
で
あ
り
、
社
会
教
育
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、

米
軍
占
領
下
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
厳
し
い
制
約
の
な
か
で
、
多

く
の
人
々
の
努
力
に
よ
っ
て
社
会
教
育
活
動
は
粘
り
強
く
展
開
さ

れ
て
き
た
。
そ
の
こ
と
を
は
じ
め
て
研
究
的
・
実
証
的
に
明
ら
か

に
し
た
の
が
『
民
衆
と
社
会
教
育
1
戦
後
沖
縄
社
会
教
育
史
研

究
』
(
小
林
文
人
・

平
良
研

一
編
著
、

エ
イ
デ
ル
研
究
所
、

一
九
八
八

年
)
で
あ
る
。
そ
の
研
究
前
史
と
し
て
小
林
文
人
グ
ル
ー
プ
は
、

『沖
縄
社
会
教
育
史
料
』
(
全
七
集
)
を
編
集
・
出
版
し
て
い
る
。
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こ
れ
ら
は
、
沖
縄
の
社
会
教
育
を
、
あ
る
い
は
日
本
の
社
会
教
育

を
考
え
る
う
え
で
、
た
い
へ
ん
重
要
な
成
果
だ
と
思
う
。

『
民
衆
と
社
会
教
育
』
は
、
現
代
の
沖
縄
社
会
教
育
の
課
題
と
つ

な
が
っ
て
い
る
。
現
在
で
は
手
に
入
り
が
た
い
と
思
う
の
で
、
そ

の
目
次
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
「
戦
後
沖
縄
社
会
教
育
の
あ
ゆ

み
ヘ
「
戦
後
初
期
ア
メ
リ
カ
占
領
下
の
社
会
教
育
・
文
化
政
策
」
、

「
戦
後
沖
縄
の
社
会
教
育
法
制
」
、
「
占
領
下
沖
縄
の
社
会
教
育
財

政
L

、
「
琉
球
大
学
の
拡
張
・
普
及
運
動
」
、
寸
琉
米
文
化
会
館
の
展

開
過
程
」
、
「
琉
球
政
府
下
、
公
民
館
の
普
及
・
定
着
過
程
L

、
「
沖

縄
公
共
図
書
館
の
成
立
と
展
開
」
、
「
博
物
館
の
変
遷
」
、
「
戦
後
地

域
婦
人
団
体
・

P
T
A
の
成
立
と
展
開
」
、
「
祖
国
復
帰
運
動
と
青

年
運
動
L

、
「
復
帰
後
沖
縄
の
社
会
教
育
」
、
「
沖
縄
社
会
教
育
の
視

点
と
課
題
」
、
寸
被
差
別
部
落
と
沖
縄
L

。

一
九
九

0
年
代
も
、
小
林
文
人
グ
ル
ー
プ
を
は
じ
め
と
す
る
多

く
の
研
究
者
、
各
地
で
社
会
教
育
活
動
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る

方
々
が
沖
縄
を
訪
れ
、
調
査
研
究
と
交
流
が
深
ま
っ
た
。
そ
の
刺

激
を
う
け
つ
つ
、
沖
縄
に
お
い
て
も
自
分
た
ち
の
地
域
の
社
会
教

育
活
動
を
発
掘
し
評
価
す
る
動
き
が
少
し
ず
つ
で
て
き
た
。

沖
縄
に
お
け
る
社
会
教
育
実
践

全
国
集
会
に
向
け
て
ま
も
な
く
『
沖
縄
の
社
会
教
育
実
践
|
自

治
・
文
化
・
地
域
お
こ
し
』
(
小
林
文
人
他
編
著
、
エ
イ
デ
ル
研
究

所
)
が
出
版
さ
れ
る
。
戦
後
沖
縄
の
社
会
教
育
の
歩
み
を
ふ
ま
え
、

い
ま
各
地
で
活
動
し
て
い
る
事
例
を
数
多
く
紹
介
し
て
い
る
。
全

二
O
章
と
記
録
資
料
で
構
成
さ
れ
、
解
説
を
含
め
る
と
七
六
項
目

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
、
沖
縄
各
地
・
各

分
野
の
社
会
教
育
実
践
が
網
羅
さ
れ
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。
今
回
の
全
国
集
会
で
の
沖
縄
か
ら
の
事
例
報
告
を
支
え
る

内
容
で
あ
る
。
章
タ
イ
ト
ル
を
紹
介
す
る
。

沖
縄
戦
後
史
と
社
会
教
育
実
践
、
琉
球
政
府
社
会
教
育
行
政
の

歩
み
と
沖
縄
県
生
涯
学
習
施
策
の
展
開
、
集
落
公
民
館
と
地
域
お

こ
し
、
公
立
公
民
館
の
展
開
、
祭
り
と
芸
能
、
地
域
史
・
字
誌
づ

く
り
、
青
年
会
活
動
、
環
境
問
題
、
図
書
館
と
文
庫
活
動
、
地
域

博
物
館
・
資
料
館
活
動
、
地
域
文
化
運
動
と
地
域
間
交
流
、
文
化

ホ
l
ル
の
展
開
、
女
性
の
活
動
、
高
齢
者
の
活
動
、
教
育
隣
組
・

子
ど
も
会
、
平
和
・
戦
争
と
基
地
、
地
域
と
学
校
、
地
域
保
健
と

地
域
福
祉
、
地
域
と
大
学
、
明
日
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
で
あ
る
。
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タ
イ
ト
ル
か
ら
も
、
沖
縄
に
お
げ
る
社
会
教
育
活
動
の
多
彩
さ

が
読
み
と
れ
る
で
あ
ろ
う
。
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
は
地
域
お
よ
び

地
域
社
会
(
集
落
)
で
あ
る
。
全
国
各
地
の
都
会
、
ま
た
農
山
村

過
疎
地
で
も
地
域
社
会
は
崩
壊
し
た
、
あ
る
い
は
し
つ
つ
あ
る
と

い
う
。
地
域
社
会
の
実
体
は
学
校
区
だ
と
も
い
う
。
現
代
の
地
域

社
会
を
ど
の
よ
う
に
つ
く
っ
て
い
く
の
か
、
つ
く
り
直
し
て
い
く

の
か
は
社
会
教
育
の
基
本
課
題
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
沖
縄
の
社
会
教
育
の
現
況
を
す
べ
て
紹
介
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
、
沖
縄
に
や
や
特
徴
的
な
集
落
・
地
域
社
会
を
取

り
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。

沖
縄
に
お
け
る
社
会
教
育
活
動
の
基
盤
は
、
多
く
集
落
(
字
・

行
政
区
)
で
あ
る
。
集
落
は
自
治
を
基
礎
に
存
在
、
運
営
さ
れ
、

自
治
体
は
集
落
を
根
拠
に
成
立
し
て
い
る
。
小
中
学
校
も
そ
う
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
農
村
地
域
や
中
小
都
市
で
は
普
通
の
こ
と

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
沖
縄
で
も
都
市
部
で
新
し
く
市
街
地
化
・

住
宅
地
化
し
た
と
こ
ろ
で
は
自
治
会
が
中
心
で
あ
る
。
全
国
集
会

に
お
い
て
、
沖
縄
か
ら
の
事
例
報
告
は
し
っ
か
り
と
集
落
(
地
域

社
会
)
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
に
特
色
が
出
て
く
る
だ
ろ
う
。

地
域
お
こ
し
は
、
実
体
の
あ
る
集
落
自
治
に
基
づ
い
た
活
動
で

あ
り
、
集
落
公
民
館
は
そ
の
機
関
で
あ
り
、
場
で
あ
る
。
こ
れ
は

沖
縄
に
限
ら
れ
た
こ
と
で
は
な
く
、
全
国
各
地
で
普
通
に
実
践
さ

れ
て
い
る
活
動
と
思
う
。

祭
り
と
芸
能
が
社
会
教
育
の
テ
l
マ
と
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い

が
、
各
地
の
豊
年
祭
は
じ
め
と
す
る
年
中
行
事
は
集
落
の
組
織
を

基
礎
に
し
、
集
落
の
祖
先
の
カ
ミ
に
か
か
わ
る
公
的
な
行
事
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、
豊
年
祭
の
主
役
は
青
年
た
ち
で
あ
る
。
か
な
り

の
練
習
期
間
、
先
輩
た
ち
の
指
導
を
受
け
つ
つ
、
同
世
代
同
士
が

練
習
に
汗
を
流
す
。
そ
こ
で
は
、
地
域
文
化
の
継
承
が
行
な
わ
れ

る
と
同
時
に
、
地
域
社
会
(
集
落
)
を
担
う
次
世
代
の
育
成
(
人

づ
く
り
)
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
復
帰
後
、
沖
縄
各
地
で
地
域
の

伝
統
行
事
の
復
活
に
取
り
組
ま
れ
て
き
た
。
ど
こ
で
も
集
落
を
基

盤
に
、
こ
の
よ
う
な
関
係
で
の
活
動
と
評
価
で
き
る
。

字
誌
づ
く
り
も
同
じ
で
あ
る
。
個
人
レ
ベ
ル
で
は
、
地
域
研
究

と
い
う
か
た
ち
の
生
涯
学
習
活
動
で
あ
る
が
、
集
落
を
根
拠
と
す

る
地
域
文
化
活
動
で
あ
り
、
社
会
教
育
活
動
で
あ
る
。

自
治
体
行
政
の
課
題
は
、
こ
の
よ
う
な
性
格
を
も
っ
集
落
組
織

と
そ
の
諸
活
動
を
評
価
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
私
た
ち
の
足
元
に

お
い
て
も
、
ま
だ
ま
だ
評
価
が
少
な
い
よ
う
に
思
う
。
全
国
集
会

の
六
つ
の
課
題
別
学
習
会
や
二
二
の
分
科
会
に
お
い
て
、
全
国
各

地
の
集
落
地
域
社
会
レ
ベ
ル
の
活
動
事
例
が
報
告
・
交
流
さ
れ
る
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と
あ
り
が
た
い
。

沖
縄
に
お
い
て
も
、
従
来
の
社
会
教
育
課
題
に
加
え
て
、
各
地

の
地
域
づ
く
り
、
青
年
エ
イ
サ
!
、
芝
居
づ
く
り
、
エ
コ
ツ

l
リ

ズ
ム
、
人
権
回
復
運
動
、
障
害
者
、

N
P
O、
環
境
問
題
、
ゴ
ミ

問
題
、
保
育
園
や
学
童
ク
ラ
ブ
、
総
合
的
学
習
、
地
域
間
交
流
、

ジ
ェ
ン
ダ
1
、
ア
メ
ラ
ジ
ア
ン
問
題
、
平
和
、
長
寿
、
健
康
、
保

健
、
医
療
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
芸
能
、
食
文
化
、
字
誌
・
市
町

村
史
づ
く
り
な
ど
、
社
会
教
育
の
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
、
取
り

組
む
必
要
の
あ
る
テ
l
マ
が
多
く
あ
る
。
と
く
に
社
会
教
育
行
政

が
評
価
し
サ
ー
ビ
ス
す
べ
き
課
題
が
多
い
。

『
沖
縄
の
社
会
教
育
実
践
』
の
本
を
通
し
て
、
よ
う
や
く
沖
縄
各

地
の
様
子
が
見
え
て
き
た
感
じ
が
す
る
。
私
た
ち
の
足
場
は
自
分

た
ち
の
地
域
で
あ
る
が
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
軽
く
し
て
、
沖
縄
の

地
域
問
、
そ
し
て
人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い

と
願
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
れ
が
全
国
各
地
の
人
々
と
活
動
に
つ

な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
今
回
の
全
国
集
会
が
、
沖

縄
の
私
た
ち
に
と
っ
て
そ
の
よ
う
な
機
会
と
な
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

(
な
か
む
ら
・
せ
い
じ
日
名
桜
大
学
)
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